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スタンレー ドットマトリックス・キャラクタタイプＬＣＤモジュール 

GMD1620BLY 
GMD1621BLY 

                                            

 

概要                                          
ＧＭＤ１６２＊ＢＬＹ（１６文字２行）は、ＬＣＤ、ＣＭＯＳドライバ、コントローラＬＳＩ、 
よりなるドットマトリクスＬＣＤモジュールです。 
このモジュールは、英数字文字の表示が可能な５ｘ７のドットマトリクスが使用されており、 
コントロール、リフレッシュ、ディスプレイ等のあらゆる機能は、ボード上のコントローラによって 
操作されます。 
さらに、１６０種類のＪＩＳ準拠文字を表示することができます。 
入出力は、４ビットまたは８ビットのＭＰＵにインターフェイスする事ができ、豊富なコントロール
コマンドを使って文字表示や表示シフト等を簡単に実行できます。 
また、キャラクタジュネレータＲＡＭの内蔵により、ユーザーの自由なパターンを表示させることが
可能です。 
 

環境対応品 ： ２００３年 2月発効のＲｏＨＳ指令に準拠。 
 

・ＧＭＤ１６２０ＢＬＹ      最良視認方向：  ６時 
・ＧＭＤ１６２１ＢＬＹ      最良視認方向： １２時 

 
特長                                          
・コントロールＬＳＩを内蔵（各種コントローラコマンドあり） 
・文字構成は、５ｘ７ドット、カーソル付き 
・キャラクタジェネレータＲＯＭ内蔵・・・５ｘ７ドット（英数文字９６文字、カタカナ６４文字） 
・キャラクタジェネレータＲＡＭ  ・・・５ｘ７ドット（ユーザーの自由なパターンが可能８文字） 
 
製品仕様                                        
 

項 目 仕  様 単 位 
表示文字構成 １６文字(Ｗ)Ｘ２行（Ｈ） － 
外形寸法 ８５．０(Ｗ)Ｘ３６．０（Ｈ）Ｘ１５．０（Ｄ） ｍｍ 
有効表示範囲 ６３．５(Ｗ)Ｘ１５．８（Ｈ） ｍｍ 
文字寸法 ３．２０(Ｗ)Ｘ５．５５（Ｈ） ｍｍ 
ドットピッチ ０．６５(Ｗ)Ｘ０．７０（Ｈ） ｍｍ 

ＬＣＤモード ＊１ ＴＮモード 
反射透過型ポジティブ － 

デューティー比 １／１６ ｄｕｔｙ 
バックライト ＬＥＤ（イエローグリーン） － 
インターフェイス ４または８ビット ＭＰＵ － 
重量 約４０ ｇ 

    ＊１：液晶パネルの色調は、特性上環境温度により変化します。 
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絶対最大定格                                       
 
◆環境条件 
項目 最小 最大 備考 

動作 0℃ ＋50℃ － 周囲温度 
（＝Ｔａ） 保存 －20℃ ＋70℃ － 
湿度 注記参照 結露無きこと 
振動 JIS C 60068-2-6：1999 に準ずる 信頼性試験項目参照 
衝撃 JIS C 60068-2-27:1995 に準ずる 信頼性試験項目参照 
腐食ガス 無きこと － 

    注：Ｔａ≦＋４０℃  ９０％ＲＨ ｍａｘ． 
      Ｔａ＞＋４０℃  絶対湿度がＴａ＝＋４０℃ ９０％ＲＨ以下の条件であること. 
 
◆電気的条件 
                                 （Ｔａ＝０～＋５０℃） 
項目 記号 最小 最大 単位 備考 
ロジック用電源電圧 VDD-VSS 0 7 V  
ロジック用入力電圧 VI VSS VDD V  
液晶駆動用電源電圧 VDD-VEE 0 13 V  

 
外形図                                              
 

指示なき公差は、±０．５ｍｍ 
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電気的仕様                                        
 
◆電気的特性－液晶駆動部 

（Ｔａ＝０～＋５０℃、ｄｕｔｙ＝１／１６） 
項目 記号 最小 標準 最大 単位 備考 
ロジック用電源電圧 VDD-VSS 4.75 5.0 5.25 V － 
入力Ｈレベル電圧 VIH 2.2 － VDD V － 
入力Ｌレベル電圧 VIL -0.3 － 0.6 V － 
出力Ｈレベル電圧 VOH 2.4 － － V *1 
出力Ｌレベル電圧 VOL － － 0.4 V *2 
電源電流 IDD － 1.0 3.0 mA *3 
液晶駆動用電源電圧 VDD-VEE 3.0 － 11.0 V － 
＊１：－ＩＯＨ＝０．２０５ｍＡ 
＊２： ＩＯＬ＝１．２ｍＡ 
＊３：ＶＤＤ－ＶＳＳ＝５Ｖ 

 
◆ブロックダイヤグラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ＤＤ ＲＡＭアドレス 

 1 2 3 4 5 ・・・・・・・・ 12 13 14 15 16 

LINE1 00 01 02 03 04  0B 0C 0D 0E 0F 

LINE2 40 41 42 43 44  4B 4C 4D 4E 4F 

 
    ＲＡＭエリア：００Ｈ～２７Ｈ ＆ ４０Ｈ～６７Ｈ（１６進）   
 
◆電源接続例 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

GMD1620BLY 
                                      GMD1621BLY 

2006.12.21                                                                      Page.4 

 

 
◆電気的特性－端子機能 
 ＣＯＮ１、ＣＯＮ２ 

Pin No. 信号 Ｉ／Ｏ 機能 
１ ＶＳＳ － ＧＮＤ： ０Ｖ 
２ ＶＤＤ － ＋５Ｖ 
３ ＶＥＥ － 液晶駆動電圧 

４ ＲＳ 入力 

レジスタ選択信号 
“０”：ｲﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝﾚｼﾞｽﾀ（書き込み） 
    ﾋﾞｼﾞｰﾌﾗｸﾞ ｱﾄﾞﾚｽｶｳﾝﾀ（読み出し） 
“１”：ﾃﾞｰﾀﾚｼﾞｽﾀ（読み出し／書き込み） 

５ 
 
Ｒ／Ｗ 

 
入力 

読み出し（Ｒ）、書き込み（Ｗ）選択信号 
“０”：書き込み MPU→LCD ﾓｼﾞｭｰﾙ 
“１”：読み出し MPU←LCD ﾓｼﾞｭｰﾙ 

６ Ｅ 入力 ﾃﾞｰﾀ読み出し書き込みの起動信号 
７ ＤＢ０ 
８ ＤＢ１ 
９ ＤＢ２ 
１０ ＤＢ３ 

入出力 
下位４桁のﾃﾞｰﾀﾊﾞｽは、双方向性を持ち MPU と 
LCD ﾓｼﾞｭｰﾙ間のﾃﾞｰﾀ転送に使用されます。 
これらは、４ﾋﾞｯﾄ動作の時は、使用されません。 

１１ ＤＢ４ 
１２ ＤＢ５ 
１３ ＤＢ６ 
１４ ＤＢ７ 

入出力 
上位４桁のﾃﾞｰﾀﾊﾞｽは、双方向性を持ち MPU と 
LCD ﾓｼﾞｭｰﾙ間のﾃﾞｰﾀ転送に使用されます。 
ＤＢ７は、ﾋﾞｼﾞｰﾌﾗｸﾞとしても使用できます。 

１５ (A:LED, +) － ＊１ 
１６ (K:LED, 1) － ＊１ 

 
注）モジュールでは、４／８ビット両方のＭＰＵにインターフェースできるようにデータ転送は、 
  ４ビット２回または、８ビット１回のどちらでも行えます。 
 （１）インターフェースデータ長が４ビットの場合には、データはＤＢ４～ＤＢ７の４つの 
    バスのみを使って転送され、ＤＢ０～ＤＢ３のバスは使われません。 
    モジュールとＭＰＵ間のデータ転送は、４ビットのが２回転送されると完了します。 
    上位４ビットのデータ（インターフェースデータ長が８ビットの時のＤＢ４～ＤＢ７ 
    の内容）の転送が行われ、それから下位４ビット（インターフェースデータ長が８ビット 
    の時のＤＢ０～ＤＢ３の内容）の転送が行われます。 
 （２）インターフェースデータ長が８ビットの場合には、データは、ＤＢ０からＤＢ７の 
    ８つのデータバスを使って転送されます。 
   
＊１：ＣＯＮ３のＮｏ．１、２の穴に端子を用いてＬＣＤ用ＰＷＢ（裏）の穴とＬＥＤ用ＰＷＢ（表） 

の端子を半田付けすることによりＣＯＮ１のＮｏ．１５，１６からＬＥＤを点灯させることが 
出来ます。またＣＯＮ２は、Ｎｏ．１～１４のみで、Ｎｏ．１５，１６の端子（ＬＥＤ用の端
子）はありません。 

 
 ＣＯＮ３ 

Pin No. 信号 Ｉ／Ｏ 機能 
１ Ａ：ＬＥＤ，＋ － ＬＥＤバックライト正電源 
２ Ｋ：ＬＥＤ，－ － ＬＥＤバックライト負電源 
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光学特性                                         
 
◆液晶パネル特性 

項 目 記号 最小 標準 最大 単位 温度 条件 
3.4 3.7 - V 50℃ φ=20°,θ=0° 
- 4.3 - V 25℃ φ=20°,θ=0° 

液晶駆動用 
電源電圧 

(1/16duty) 
VDD-VEE 

- 4.8 5.0 V 0℃ φ=20°,θ=0° 
立ち上がり時間 τｒ - 95 190 msec 25℃ φ=20°,θ=0°＊１ 

立ち下がり時間 τｄ - 150 300 msec 25℃ φ=20°,θ=0°＊１ 

コントラスト比 Ｋ 3 - - - 25℃ φ=20°,θ=0°＊２ 

φ1-φ2 20 - - ° 25℃ θ=0°,K=1.4  ＊３ 
視角 

θ ±30 - - ° 25℃ φ=20°,K>1.4 ＊３ 

 
  注）上記特性は、ＬＣＤパネル単体で測定しております。 
    付近に発熱源（ＬＥＤ等）がある場合は、温度上昇を考慮してください。 
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ＬＥＤバックライト                                        
 
◆絶対最大定格 

（Ｔａ＝２５℃） 
項目 記号 定格値 単位 
順電流（＊） IF 300 mA 
逆電圧 VR 8 V 
許容損失 PD 1380 mW 

 
 
◆電気・光学特性 

（Ｔａ＝２５℃） 
項目 記号 条件 標準 最大 単位 
順電圧 VF IF=120mA 4.2 4.6 V 
逆電流 IR VR=8V - 0.2 mA 
輝度 L IF=120mA 160 - cd/m2 
発光波長 λp IF=120mA 570 - nm 
＊Ｔａ＝２５℃以上の順電流絶対最大定格は、下図による。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆回路構成 
  ・２シリーズｘ１２パラレル＝２４チップ 
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インターフェースタイミング                                     
 
◆ライト動作シーケンス 
 
項目 記号 測定条件 最小 標準 最大 単位 
ｲﾈｰﾌﾞﾙｻｲｸﾙ時間 tCYCE 下図参照 500 － － nsec 
ｲﾈｰﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ幅 PWEH 下図参照 230 － － nsec 
ｲﾈｰﾌﾞﾙ 
立ち上がり時間 tEr 下図参照 － － 20 nsec 

ｲﾈｰﾌﾞﾙ 
立ち下がり時間 tEf 下図参照 － － 20 nsec 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 tAS 下図参照 40 － － nsec 
ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 tAH 下図参照 10 － － nsec 
ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 tDSW 下図参照 80 － － nsec 
ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 tH 下図参照 10 － － nsec 

 
 
ライト動作タイミング 
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◆リード動作シーケンス 
 
項目 記号 測定条件 最小 標準 最大 単位 
ｲﾈｰﾌﾞﾙｻｲｸﾙ時間 tCYCE 下図参照 500 － － nsec 
ｲﾈｰﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ幅 PWEH 下図参照 230 － － nsec 
ｲﾈｰﾌﾞﾙ 
立ち上がり時間 tEr 下図参照 － － 20 nsec 

ｲﾈｰﾌﾞﾙ 
立ち下がり時間 tEf 下図参照 － － 20 nsec 

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 tAS 下図参照 40 － － nsec 
ｱﾄﾞﾚｽﾎｰﾙﾄﾞ時間 tAH 下図参照 10 － － nsec 
ﾃﾞｰﾀｾｯﾄｱｯﾌﾟ時間 tDDR 下図参照 － － 120 nsec 
ﾃﾞｰﾀﾎｰﾙﾄﾞ時間 tDHR 下図参照 5 － － nsec 

 
 
リード動作タイミング 
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インストラクション一覧                                       
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ＣＧＲＡＭアドレスと文字コード（ＤＤＲＡＭ）および文字パターン（ＣＧＲＡＭ）との関係        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注） 
１．文字コードビット０～２とＣＧＲＯＭアドレスビット３～５が対応します。（３ビット：８種） 
２．ＣＧＲＡＭアドレスビット０～２が、文字パターンの行位置を指定します。 
  ８行目はカーソル位置で、カーソルと論理和をとって表示されます。 
  したがってカーソル表示を行う場合には、カーソルの表示位置に相当する８行目のデータを 
  “０”にしておく必要があります。８行目のデータが１の場合には、カーソルの有無に 
関係なく、１ビットが点灯します。 

３．文字パターンの列位置は、ＣＧＲＡＭデータビット０～４と対応し、図示の位置関係 
（ビット４が左端）となります。ＣＧＲＡＭデータビット５～７は、表示に使われませんが、 
メモリは存在しているので一般のデータＲＡＭとして使えます。 

４．上表に示したように、ＣＧＲＡＭの文字パターンは文字コードビット４～７がすべて“０”で 
  選ばれます。しかし、文字コートビット３は無効のビットになっていますので、例えば、 
文字パターン例の“Ｒ”表示は、文字コード“００”（１６進）または“０８”（１６進）で 
選ばれます。 

５．ＣＧＲＡＭデータ“１”が、表示上の選択、“０”が非選択に対応します。 
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文字コードと文字パターンとの対応表                                 
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リセット機能                                       
 

内部リセット回路を使って電源をＯＮにした時、モジュールは自動的に初期設定（リセット）
を行います。初期設定では次のインストラクションを実行します。 
ビジィフラグは、初期設定が終わるまでビジィ状態（ＢＦ＝１）に留まり、その時間は、１
５ｍｓです。 
 
 
 
・表示クリア 
 
・機能設定 

ＤＬ＝１： インターフェースデータ長 ８ビット 
Ｎ ＝０： １行表示 
Ｆ ＝０： ５ｘ７ ドット 

 
・ディスプレイ ＯＮ／ＯＦＦコントロール 

Ｄ ＝０： ディスプレイ ＯＦＦ 
Ｃ ＝０： カーソル ＯＦＦ 
Ｂ ＝０： 点滅 ＯＦＦ 
 

・入力モード設定 
Ｉ／Ｄ＝１： ＋１（インクリメント） 
Ｓ  ＝０： シフトしない 

 
・ＤＤＲＡＭが選択されています。 
 
電源がＯＮになる時、電源の立ち上がり時間によって初期設定が完全に行われない場合があ
りますので、以下の時間的関係に注意してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｔＯＦＦは電源の遮断あるいはＯＮ，ＯＦＦを繰り返すときの電源がＯＦＦしている時間を
規定します。 
 
注）上の電源条件が満たされていない場合、内部リセット回路は正常な動作を行わない場合
があります。 
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インストラクションによる初期設定                                  
 

内蔵リセット回路が正しく動作するための電源条件が満足されない場合には、インストラク
ションにより初期設定を行う必要があります。初期設定は以下の手順に従ってください。 

 
 
インターフェース長が８ビットのシステムの初期設定 
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◆インターフェース長が４ビットのシステムの初期設定 
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信頼性試験                                        
 
◆信頼性試験項目 
No. 試験項目 試験条件 試験時間 
１ 高温動作試験 Ｔａ＝＋５０℃全ｏｎ表示   （定格標準値動作） ２４０時間 
２ 高温放置試験 Ｔａ＝＋７０℃        （無通電） ２４０時間 
３ 低温放置試験 Ｔａ＝－２０℃        （無通電） ２４０時間 
４ 高温高湿試験 Ｔａ＝＋４０℃、ＲＨ＝90％  （無通電） ２４０時間 

５ 温度サイクル試験 

-20℃(30 分) ⇒ +25℃(5 分) ⇒ +70℃(30 分) 
 

+25℃(5 分)  
（無通電） 

１０ｻｲｸﾙ 

６ 振動試験 

周波数範囲 ：１０～５５Ｈｚ 
全振幅   ：１．５ｍｍ 
掃引の割合 ：１０～５５～１０ 約１分 
規格    ：JIS C 60068-2-6：1999 

（無通電） 

x,y,z各方向 
：２時間 
(計６時間) 

７ 衝撃試験 

ピーク加速度：５０ｘ９．８m/s2作用 
作用時間  ：１１msec 正弦半波 
規格    ：JIS C 60068-2-27:1995 

（無通電） 

±x,±y,±z 
各方向３回 

 
 
◆故障判定基準 
     液晶モジュール検査装置および目視にて検査 
         ａ）表示の誤動作および不点灯があった場合 
         ｂ）構成部品の破損、変形があった場合 
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使用上の注意事項                                     
 
◆取り扱い上の注意 
 
・液晶パネルは、ガラス製品のため強い衝撃を加えると破損します。 
落としたり、機械的衝撃を加えたりしないよう充分注意してください。 
・表示面に使用している偏光板は傷つきやすいので、ピンセットや工具などの硬いものを 
当てたり、押したり、こすったりしないよう充分注意してください。 
・偏光板は有機溶剤によって侵されることがありますので、表示面が汚れた場合にはセロハン 
テープでごみを吸着するか、脱脂綿等の柔らかい布に希釈した中性洗剤を含ませ軽く拭き 
取ってください。 

・水滴などが長時間付着すると変色やシミの原因ともなりますので、すぐに拭き取ってください。 
・液晶パネル内部の液体（液晶）は有害物質です。液晶パネルが破損した場合、流出した液晶を 
 口に入れないでください。また、皮膚や衣服についた場合は石鹸で洗い流してください。 
・静電気によるＬＳＩ、ＬＥＤ等の破損を防止するために、ＬＣＤパネル表面の保護シートを 
 取り除くときにはアースバンド等の静電対策を行ってください。 
・本製品は、空調させた振動のおよび衝撃の無い室内で使用される機器を目的に設計されており
ます。その他の環境下でのご使用は避けてください。 
・液晶モジュール内には、ヒートシール、ＴＣＰ（Tape Carrier Package）等のフィルム類を 

  使用しております。 
  傷つけないよう充分注意してください。傷ついた場合は、正常に表示をしない場合があります。 
・以下の液晶モジュールは、ラバーコネクタを（導電性ゴム）を使用した構造となっております 
ので、取り扱い時に“そり”を与えないようにしてください。 
対象液晶モジュール：GMD1620B､GMD1621B､GMD1620BLY､GMD1621BLY､GMD1620BSLY､GMD1621BSLY 

：GMD2020B､GMD2021B､GMD2020BLY､GMD2021BLY､GMD2020BSLY､GMD2021BSLY 
：GMF32024ABTW､GMF32024BSLY､GMF64020ABTW 
 
 

◆保管上の注意 
 
・高温、高湿下では偏光度劣化を起こしたり、気泡発生や偏光板剥がれが発生することがあり 
ますので使用、保存は避けてください。 
保存の際には、直射日光や蛍光灯の光を避け、出荷時の梱包のまま、あるいは導電性ポリ袋に 
収納し、温湿度は、Ｔａ＝＋５～＋３０℃、ＲＨ＝３０～７０％を目安に保存してください。 

・乾燥を防ぐため加湿器等を使用する場合、水道水を使用すると水道水に含まれる塩素により 
 不具合が発生する可能性があります。純粋や蒸留水を使用してください。 
・直射日光が当たる場所や暖房設備の近辺など、高温になる場所での保管は避けてください。 
・急激な温度変化のある場所では水分の結露が起こりますので、温度変化の少ない場所（直射 
 日光や強い照明の当たらない場所）にて保管してください。 
・粉塵や腐食性ガス（排気ガスや煙、化学薬品等に含まれる窒素酸化物、硫黄酸化物）、塩分の 
 無い場所にて保管してください。 
・放射線、静電気、強磁界にさらされない場所にて保管してください。 
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◆使用上の注意 
 
・電源を入れたままメインシステムにモジュールを接続したり、取り外したりしないでください。 
・保存温度範囲を越えた場合、動作規定温度内に戻しても正常に動作しない場合がありますので 
 注意してください。 
・光学特性（視角範囲、コントラスト）は、液晶駆動電圧により変化します。 
 液晶駆動電圧は、最適コントラストになるよう調整してください。 
液晶駆動電圧（VDD-Vo）： GMF32024ABTW､GMF32024BSLY､GMF32024HBTW､GMF32024HFTW 

GMF64020ABTW 
液晶駆動電圧（VEE-VSS）：GMF32024JBTW､GMF32124JBTW､GMF32024JFTW､GMF32124JFTW 

GMF32024KFTW､GMF32124KFTW 
・液晶モジュールは、結露、水分（湿気）およびその他の溶液のかかる恐れのある所では使用 
しないでください。 
液晶パネルの端子に若干でも結露を生じると、端子が電気化学反応を起こし断線の原因となり 
ますので結露させないでください。（各製品の環境条件を、確認して使用してください。） 
また急激な温度変化は、結露の原因となることがありますので注意してください。 
・動作中は、コネクタ端子、ＰＷＢおよび電子部品には触れないでください。 
 特にＣＣＦＬへの入力コネクタ部には高電圧が印加されていますので、感電の危険があります。 
 また、故障の原因ともなりますので注意してください。 
・液晶モジュールは、製品毎に規定された駆動ｄｕｔｙで駆動するよう設計されております。 
 他のｄｕｔｙ比で動作させた場合、故障の原因となる場合がありますので注意してください。 

1/200duty 駆動：GMF64020ABTW 
1/240duty 駆動：GMF32024ABTW､GMF32024BSLY､GMF32024HBTW､GMF32024HFTW､GMF32024JBTW 

GMF32124JBTW､GMF32024JFTW､GMF32124JFTW､GMF32024KFTW､GMF32124KFTW 
・液晶パネルに直流成分が印加されると、電気化学反応を起こし寿命が急速に劣化します。 
 液晶パネルに直流成分の印加防止および液晶モジュール内のＣＭＯＳ－ＬＳＩのラッチ 
アップ現象を避けるため、ＧＭＦシリーズの液晶モジュールにおいては、下図に示す電源オン、 
オフシーケンスを行ってください。 
（ロジック用電源（VDD）が安定する前に、液晶駆動用の電源（VEE,Vo 等）や各信号を入力 
 すると、内部で使用しておりますＬＳＩがフローティング現象やラッチアップ現象により 
 破損する場合があります。） 
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◆実装上の注意 
 
・モジュールを絶対分解しないでください。 
 分解した後、再び組み立てて動作不良となった場合は、責任を負いかねますのでご了承ください。 
 ・回路にＣＭＯＳ－ＬＳＩを使用しておりますので、静電気が帯びないよう注意してください。 
  作業者の体をアースバンドにて接地し、静電気の起きにくい衣服を着用するようにしてください。 
・液晶モジュールは、四隅の取り付け穴を利用して機器に取り付ける構造となっております。 
 同一平面に固定して、液晶モジュールに“そり”や“ねじれ”などのストレスが加わらない 
ように注意してください。 
“そり”や“ねじれ” などのストレスが加わると、液晶の色変化や破損の原因ともなりますので 
注意してください。 

・表示面に使用している偏光板や液晶パネルの保護のため、透明アクリル板などの保護パネルを 
設けてください。 
また、液晶モジュールにストレスが加わらないよう保護パネルと液晶モジュールの間には隙間 
を設けてください。 

・液晶モジュール内に“ゴミ”や“ホコリ”が入ると、表示に悪い影響を及ぼすことがあります。 
 “ゴミ”や“ホコリ”の多い場所で使用されるときには、防塵対策を充分考慮してください。 
・液晶モジュールの筐体の樹脂フレームおよびメタルフレーム部は、外観検査の対象として 
おりません。 
小さなキズ等がつくことがありますので、実装時には樹脂フレームおよびメタルフレーム部が 
見えなくなるように設計してください。 
・バックライトにＣＣＦＬ、ＬＥＤを使用している液晶モジュールでは、光源周辺は発熱いた 
します。 
 使用中に液晶パネル面が、各製品の環境条件の周囲温度（動作時）を越えないように放熱に 
配慮してください。 

 ・液晶モジュールの裏面または側面では、若干のバックライトの光漏れがありますので光により 
劣化しうるような部品を周囲に設置しないようにしてください。 

 ・ＣＣＦＬを交換可能なモジュール（GMF32024HBTW､GMF32024HFTW）について 
  ＣＣＦＬを交換する際は、ＣＣＦＬの割れ、液晶モジュールへの衝撃等の無いよう取り扱いには 
充分注意してください。 
また、ＣＣＦＬは高電圧が印加されているため、必ず電源をｏｆｆにしてから交換してください。 
・静電気によるＬＳＩの誤動作や破損を防止するためＦＧ端子または取り付け穴のＰＷＢパターン 
を接地してください。（対象液晶モジュール：GMF32024ABTW） 
 
 
◆安全上の注意 
 
・液晶モジュールで使用していますメタルフレーム等のエッジ部には、加工時のバリがある場合 
 がありますので怪我には十分注意してください。 
 また取り付けの設計に際しては、メタルフレーム等の金属部分（特にエッジ部分）にコネクタ 
用ケーブルが接触しないようにしてください。 

・モジュール内で電源ライン等の短絡不具合が生じた場合、モジュール内には保護回路が入って 
おりません。 
セット側電源に、短絡に対するヒューズまたはシャットダウン回路等による安全対策を施して 
ください。 
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本データシート記載事項及び製品使用にあたってのお願いと注意事項 

 
 
 

１）データシートに記載している技術情報は、代表的応用例や特性等を示したもので、 
工業所有権等の実施に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

２）データシートに記載している製品、仕様、特性、データ等は、製品改良等のために 
予告なしに変更することがあります。ご使用の際には必ず最新の仕様書によりご確
認下さい。 

３）データシートに記載している製品のご使用に際しましては、最新の仕様書記載の 
最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、その他使用上の注意事項等を遵守いただ
くようお願いいたします。なお、仕様書記載の最大定格、動作電源電圧範囲、放熱
特性その他使用上の注意事項等を逸脱した製品の使用に起因する損害に関しては、
当社は責任を負いません。 

４）データシートに記載している製品は、標準の一般電子機器の用途（ＯＡ機器、通信 
機器、ＡＶ機器、家電製品、計測機器）に使用されることを目的として製造したも
のです。 

５）上記の用途以外の用途および高い信頼性や安全性が要求され、故障や誤動作が直接 
人命または人体に影響を及ぼす恐れのある用途（航空機器、宇宙機器、輸送機器、
医療機器、原子力制御機器等）に使用することを計画されているお客様は、事前に
当社営業窓口までご相談下さい。 

６）データシートに記載している製品のうち「外国為替および外国貿易法」に該当する 
ものを輸出するときまたは日本国外に持ち出すときは、日本政府の許可が必要です。 

７）データシートの全部または一部を転載または複製することはかたくお断りします。 
８）このデータシートの最新版は、下記のアドレスから入手できます。 
 
ホームページアドレス：http://www.stanley-components.com 
 
 
 

 
 
 


